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「『生活のための日本語』の学習項目一覧作成に向けて－国内外の自国語教育内容の分析をもとに－」（当日配布資料） 

福永由佳・金田智子・黒瀬桂子（国立国語研究所） 

シラバス対照用資料１：分野一覧  
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シラバス対照用資料２：健康分野の関連項目  

達成目標 リスト
③ 1、2度自立指導員等の付
き添いがあれば、次からは
自力でその医療機関が利用
できる（ⅠⅡⅢ）

◇付き添いの依頼、医療機関利用の流
れ、受診の流れ（含：再診）、症状の説
明、既往症・持病・アレルギーの有無、
医者の指示の理解、薬の飲み方の理解

＜日本＞ 「病院利用」下位項目

下位項目(2)
3.5.1 食品ラベルに掲載されている栄養と関連情報を解釈する（1.6.1
参照）
3.5.2 バランスの取れた食事を選択する
3.5.3 食品保存の情報を解釈する
3.5.4 歯科衛生を促進する習慣を特定する
3.5.5 清潔さと衛生状態を促進する習慣を特定する
3.5.6 家族計画を支援する情報を解釈し、機関を特定する（2.5.3、
3.1.3参照）
3.5.7 子育ての習慣を特定する、また育児のスキルアップを支援する
地域社会にある手段を特定する（2.5.9参照）
3.5.8 精神の安定を促進する習慣を特定する
3.5.9 身体の健康を促進する習慣を特定する

＜アメリカ＞「健康維持の基本原則を理解する」下位項目

テーマ 全般的目標 不可欠な行動
CH1：身長、体重を測定する
CH2：乳幼児健診センターで
の、子供の発達に関する朝
の情報集会
CH3：乳幼児健診センター職
員と会話をする
CH4：乳幼児健診センターに
予約をする

•成長記録手帳
•言語発達を含めた身体的／知的発達
•身長測定
•睡眠
•遊びと玩具
•栄養
•体重測定
•疾病

･受験者は子供の発達に関する情報
を理解し、提供することができる。
･受験者は子供の発達を見守り、刺
激することについて会話することが
できる。

＜オランダ＞ 「ＣＰ１：乳幼児健診センターにて」下位項目

（中目標）
小目標

達成目標 上位項目 下位項目(1) 分野
NT:不可欠な生活場面（ＣＰ）

KNS:不可欠な行動（CH）

（行動）健康 医療制度 健康 3.1 医療制度へのアクセス方法と利用方法を理解する NT：育児・健康・教育 CP1：乳幼児健診センターにて

（行動）健康 健康衛生 健康 3.2 医療や歯科用の記入用紙と関連する情報を理解する NT：育児・健康・教育 CP10：家庭医

（行動）健康 病院利用 健康 3.3 薬の選択と使用法を理解する NT：育児・健康・教育 CP11：歯科医

健康 3.4 基本的な健康と安全の手順を理解する KNS：健康と保健医療 4.1：自分の健康状態と生活様式を考慮して賢い選択をする

健康 3.5 健康維持の基本原則を理解する KNS：健康と保健医療 4.2：一次保健医療（家庭医）を利用する
自立生活のスキル 8.1 セルフケアのスキルを実践する KNS：健康と保健医療 4.3：二次保健医療を利用する

KNS：健康と保健医療 4.4：薬局を利用する

KNS：健康と保健医療 4.5：歯科医を利用する

KNS：健康と保健医療 4.6：医学的緊急事態に対応する

KNS：健康と保健医療 4.7：妊娠や出産、乳幼児に関する専門介護を利用する

KNS：健康と保健医療 4.8：医療保険に入り、利用する

KNS：健康と保健医療 4.9：老人や慢性疾患患者、障害者の介護を利用したり、手配する

＜日本＞ ＜アメリカ＞                   ＜オランダ＞


